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自己紹介を兼ねて
＊専門 地質学 （水と岩石の反応：変質作用）

地熱地帯
鉱床
断層 （1995年の兵庫県南部地震以降）

＊そのほか
八ッ場ダム 2012年～
原子力規制委員会の敷地内破砕帯評価委員

2012年～2016年
敦賀・志賀の二か所を担当

       



地理院地図で、陰影起伏とデジタル標高地形図の合成

八ッ場ダム

千
曲
川

吾妻川



八ッ場ダムと吾妻川
八ッ場ダム上流の吾妻川流域の鳥観図（北を望む）
（GoogleEarthより作成）

八ッ場ダム

浅間山

四阿山 草津白根山 吾妻渓谷



八ッ場ダムと吾妻川

八ッ場ダム

八ッ場ダム上流の吾妻川流域の鳥観図（西を望む）
（GoogleEarthより作成）

浅間山

四阿山

草津白根山

吾妻渓谷



八ッ場ダム上流の吾妻川流域の鳥観図（北を望む）
（GoogleEarthより作成）

八ッ場ダム

八ッ場ダムと吾妻川について

＊吾妻川は、吾妻郡の西半分にあたる広い流域を持つ。
＊吾妻川流域の東縁は、関東山地から北に延び、越後山脈へ続く南北方向の
山地で区切られる。

＊吾妻川が上記の山地を横切る場所が吾妻渓谷になり、八ッ場ダムは吾妻
渓谷の上流部に位置する。

＊吾妻渓谷が深いのは、吾妻川の流域が広く水量が豊富なこと、流域東縁の
山地で隆起などの地殻変動がかつて激しかったことによる。

吾妻渓谷

浅間山

四阿山 草津白根山



https://www.mapple.net/articles/bk/8889/?pg=2
『佐藤幸二（1989）：群馬県の温泉地質、温泉科学第39巻、14-22.』を元に作成

川原湯温泉

四万温泉
沢渡温泉

霧積温泉

川中温泉

水上温泉

https://www.mapple.net/articles/bk/8889/?pg=2


八ッ場ダム周辺の地質

榛名火山浅間山

草津火山

「産業技術総合研究所 地質図ナビ」より

八ッ場ダム

中之条盆地

＊東側に榛名火山、西側に草津火山、浅間山など活火山
＊中央部分にそれより古い新第三紀の火山岩や深成岩を主体とする地層



八ッ場ダム

川原畑層
(海底火山活動)

八ッ場層
(陸上の火山活動)

川原湯石英斑岩
(貫入岩)応桑岩屑なだれ堆積物

(浅間火山の山体崩壊)

周辺の地質
（中村ほか、2016）

管峰層
(陸上の火山活動)



周辺の地質 新第三紀
＊海底火山活動

大規模な熱水変質（グリーンタフ）
＊陸化

地殻変動に伴う断層や割れ目
＊陸上の火山活動に加えて火成岩の貫入

活発な熱水活動による変質作用
余熱によって現在も多数の温泉

第四紀
＊管峰などの火山活動
＊草津火山、浅間山などの活火山
＊吾妻川沿いに応桑岩屑なだれ堆積物

崩れやすい地層が吾妻川沿いに分布

（中村ほか、２０１６）

八ッ場ダム



私たちの心配した点

 ダム堤体近傍に変質帯が分布
弱い地盤と建造物への影響

 ダム岩盤の亀裂発達
漏水対策薬液注入工の効果

 地すべり問題
特に、林層、応桑岩屑なだれ堆積物中の地すべり

 高盛土の代替地
盛り土地盤の安全性



国交省の事業資料より（2016年8月16日付）



国交省の事業資料より（2016年8月16日付）



長野原町
ハザードマップ ダムサイト川原畑地区の代替地

打越代替地

林地区勝沼

横壁地区小倉
横壁地区東中村



今回報告する主な場所

Google Earthより

横壁地区小倉
横壁地区東中村

ダムサイト

川原畑地区代替地

打越代替地

林地区勝沼

ダムサイト 変質や漏水
川原畑代替地 変質や地形の改変の影響
打越代替地 高盛土の影響
林地区・横壁地区 地すべり （中山氏の報告）



私たちの心配した点

 ダム堤体近傍に変質帯が分布
弱い地盤と建造物への影響

 ダム岩盤の亀裂発達
漏水対策薬液注入工の効果

 地すべり問題
特に、林層、応桑岩屑なだれ堆積物中の地すべり

 高盛土の代替地
盛り土地盤の安全性



関連工事(道路・鉄道・宅地造成）の進行とともに
NE-SW方向の熱水変質域が広域に分布していることがわかってきた。

（ダムサイトの左岸側の山 川原畑地区）

熱水変質帯

20200126

17



熱水変質の様子(2014年10月）

ダムサイト左岸
中央部に灰色～褐色の変質部

川原畑地区代替地の変質帯
中央部に白色の粘土脈
粘土脈を酸性の熱水が通り、金属元
素などを溶脱させて白色になる。溶
脱した鉄は周囲で酸化して赤色の水
酸化鉄として沈殿。



風化が進行した礫が混じる

盛土材の材質不良

原岩
風化

風化崩壊

盛り土材質の変質
造成地の陥没、沈下のおそれ

20200126

19



川原畑代替地の国道側道脇の側溝の様子（2014年10月）
変質帯から染み出る水が酸性（ｐH１程度）のために鉄を溶かしこみ、
地表で酸化されて赤色の水酸化鉄等が沈殿



（中村ほか、2016）





Google Earth 2013年5月14日



変質鉱物の種類

2016/1/24

24

シリカ鉱物とスメクタイト．カオリナイト，黄鉄鉱などを主体とする酸性～中性の
変質帯.
いずれも，NE-SWの方向性を持って発達する．（川原畑国道際の変状地：方向未確
認）

報告書：酸性熱水変質帯であるという認識なし
＊熱水の通路を中心に網目状に変質が進行する。
＊岩盤へのダメージが大きく、非常に不均質。
＊黄鉄鉱（FeS2）が風化されて表層付近の水が酸性化され、
コンクリートなどにダメージ



2024年11月

2015年11月

法面の変状箇所

ダムサイト左岸の様子 （GoogleEarthより）

変質帯



関連工事(道路・鉄道・宅地造成）の進行とともに
NE-SW方向の熱水変質域が広域に分布していることがわかってきた。

（ダムサイトの左岸側の山 川原畑地区）

熱水変質帯

20200126

26



2012年8月

ダムサイト左岸の国道沿い様子（Googleストリートビュー）

地山岩盤の風化変質により、岩石が軟化し、斜面崩壊の惧れ

少し赤くなって
いるが変状は認
めらない

2014年11月 2023年10月
赤い部分の路側
が盛り上がり、
路面の舗装改修

赤い風化は進行
路面の変状は認め
られない。
壁面保護フェンス



2014年の様子



ダムサイト脇の道路斜面

2021年の様子

路面の変状

風化変質の進行
水の滲出

ロックボルトによる
地山岩盤の締め付け

落石防護も兼ねた鋼管杭
によるすべり抑止



私たちの心配した点

 ダム堤体近傍に変質帯が分布
弱い地盤と建造物への影響

 ダム岩盤の亀裂発達
漏水対策薬液注入工の効果

 地すべり問題
特に、林層、応桑岩屑なだれ堆積物中の地すべり

 高盛土の代替地
盛り土地盤の安全性



ダム堤体左岸の様子

2024年7月31日



ダム堤体左岸の変化

2024年7月31日2021年10月2日



私たちの心配した点

 ダム堤体近傍に変質帯が分布
弱い地盤と建造物への影響

 ダム岩盤の亀裂発達
漏水対策薬液注入工の効果

 地すべり問題
特に、林層、応桑岩屑なだれ堆積物中の地すべり

 高盛土の代替地
盛り土地盤の安全性



Google Earthより

横壁地区小倉
東中村

ダムサイト

川原畑地区代替地

打越代替地

林地区勝沼



川原畑地区の代替地（2024年11月16日）

八ッ場大橋の下流左岸の道路において、盛土の変形と考えられる道路
の舗装に開口亀裂などの変状が認められた。



2012年8月

2023年10月

川原畑代替地の国道側道沿いの様子（Google ストリートビュー）

縁石にたわみ



川原畑代替地の国道145号側道の変状

道路縁石のたわみ

2024年11月16日

道路が一部盛り上がる変形は以前より認められていたが、今回もかなり目
立った。これについては、切土した部分の除荷に起因する変形か、山側の
変質帯の地盤の押し出しに起因するものかは現時点では結論づけることが
できず、継続的な観察が必要。



川原湯地区

３０ｍを超える厚い盛土層が分布

緑：盛土 橙：切土

20200126

38



打越代替地
Google Earthより

尾根を削った部分は切土（橙）、谷を埋めた部分は盛土（緑）に
なっている。
代替地のダム湖側は全体に地すべりを抑えるために大規模な盛土



打越代替地

王湯付近の道路下の沢をまたぐ部分では、コン
クリートブロックやフェンスが圧縮されて、た
わんでいる様子が見られた。以前から観測され
ているが、今後も継続的な観察が必要。



まとめ
 八ッ場ダム周辺には、新第三紀の地殻変動や火山活動の影響で、多く
の割れ目や熱水変質帯が存在する。また、吾妻川沿いに、崩れやすい
応桑岩屑なだれ堆積物が分布しており、注意が必要。

 国も上記のような地質状況であることを受けて対策とモニタリングを
行っている。

 従来から指摘されていた、道路や地盤の変状については、2024年の
時点で著しい状況の変化は認められない。しかし運用開始から5年し
か経過しておらず、長期的に注意をしていく必要。

 モニタリングの実質化（結果の科学的評価・情報公開・行政へ反映）
 ダム本体やダム湖だけでなく、流域全体のリスクマネジメント



補足資料：ヒ素の地球化学図
暖色系の地域がヒ素濃度が高いことを示す。

吾妻川流域を含む地域は日本でも有数のヒ素の高濃度域

地質図ナビで作成 https://gbank.gsj.jp/geonavi/geonavi.php#10,36.64162,138.86493

足尾銅山
白砂山

八ッ場ダム

三国山

草津白根山
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